
は し が き

神戸は1868年の開港以来、多数の国からの外国人が移り住み、多様な文化を持
つ国際都市として知られている。緑豊かな六甲山と国際貿易港である神戸港に囲
まれ、日本三名湯と称される有馬温泉を有する非常に恵まれた自然環境を市民は
享受してきた。またこの環境のもと、市民は未知のものに対する深い興味・好奇
心、新しいものを恐れずに心を開いて受け入れる姿勢を有している。
この恵まれた立地条件と「神戸っ子」の気質によって、全国に先駆けて海外の
文化を素早く取り入れることができ、多様性のある魅力的で活力ある街を実現し
た。
しかし、不幸なことに1995年に大震災に見舞われ、美しい街が瓦礫の山と化し
た。その試練を市民は克服し、みごとに街を再建し、地震前にも増して素晴らし
い景観を作り上げた。この再生した街に多くの国から外国人・多民族が定住・訪
問し、「多文化共生社会」を実現している。
これらの海外の人たちをも惹きつけるのは、神戸独自の「ファッション」「菓
子」「音楽」「映画」「文学」などであり、これらの神戸の文化は国内にとどまら
ず、世界に誇れるものである。さらに、ポートアイランドにおいて先端医療技術
の研究開発拠点を整備し、「神戸医療産業都市」を築き上げ、神戸から最先端の
医療技術を世界に発信すると同時に、市民も高度な最先端の医療を受ける機会に
恵まれている。
この神戸の魅力を再発見するために本書は生まれた。本書のもとになったのは
神戸市看護大学の「神戸学」の講義である。同大学は2006年に同講義を始め、同
大学の学生だけでなく、単位互換講座として、神戸研究学園都市大学交流推進協
議会加盟大学（神戸芸術工科大学、神戸市外国語大学、兵庫県立大学、流通科学
大学、神戸市立工業高等専門学校）の学生さんも毎年数多く受講し、さまざまな
角度から「神戸」を学んでいる。
「神戸学」の講師であり本書の執筆者は、神戸に根付き、それぞれの分野にお
いて独自の立場で神戸に貢献してきた人たちである。専門家としての視点で、神
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戸を深く研究し、神戸市民が心豊かに健康に過ごせるように努力を重ねてきた。
なお、個性豊かな執筆者の文体を尊重し、あえて統一していないが、ご理解を
賜りたい。
今回、大学での講義をまとめることで、神戸の大学生だけでなく、広く全国の
方々に神戸の奥深い魅力を知っていただきたいと願っている。最後に、本書の出
版にあたり、ご尽力いただきました大学教育出版の佐藤守氏、安田愛氏に心より
感謝申し上げます。

2012年２月
編者 川越 栄子
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神戸地域学
─神戸の魅力再発見！─
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